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( 5 ) 1 調査対象全施設 禁煙率

〇

調査対象全施設禁煙率 (05年 5月現在)

調査対象全施設禁煙率 (総施設に対する禁煙施設数の割合)を イ0%毎

に区部、市部、町村者B居」に表とグラフにした。 (表(5)-1封 図(5)1)

また、これらの内訳を表にした。 (表(5)1-2)

区部は400/O台が8区 と最も多く、次いで60%台 が6区。しかし90%

台、80%合 も各2区ある。70%台 以上、50～ 60%台 、30～ 40%

台の3グループに3対 3対4の割合で劣かれる。

市部は70%台 が11市 と最も多<42%。 次いで60%台 at7市あり、

50%合 以下が7市 で、60～ 70%台 が69%を しめる。

町村部は10%台 が3町村と最も多く、80%合 が2町村。

全体では70%台 と60%台 が各イ4自治体で最も多く夕 %。 次いで40

%台 が11自治体で19%。 50%以 上に40目治体が分布し69°/。。
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調査対象全施設評価
施設禁煙率を4つ のグループに劣けて評価した。構成比は施設数ではなく実施自治体数の割合である。

li敷 地内全面禁煙を実施している先進的グループで、総合ランク Aの 自治体。

2:全 面禁煙途上グループ中、敷地内全面禁煙にあと一歩と努力が見られる総合ランク A一 の自治体。

3 全 面禁煙途上グループ中、まだ禁煙対策が不十分な総含ランク B B一 の自治俸。

4:禁 煙対策が遅れているグループで、早急に対策が求められる総合ランク C C一  の 自治体。

1:ラ ンク A (0)

【なし】

調査対象全施設を敷地内全面禁煙にしている自治体はなく、各自治体に一層の努力を期待したい。

2:ラ ンク A―   (3区 町)

【文京区 大 田区 /大 島町】

全面禁煙途上グループのうち、敷地内全面禁煙まであと一歩のグループは、区きBが2%、 町村部が11%で 、

市部はない。

区者8の大田区は11施 設中9施 設、文京区は同8施 設が敷地内禁煙のAラ ンクであるため評価が高くなつた。

ちなみに、禁煙率は文京区が98%、 大田区が92%と なり、両区が先頭を走っていることが分かる。大島町は

8施 設中4施 設がAラ ンクで禁煙率は83%と 2区 に比べていすれもやや低い。Bラ ンクの自治体には大島町よ

り禁煙率が高いところもあるため、今ひとつ努力してほしい。

全体では、5%に すぎす最小グループになっているので他の自治体の奮起が望まれる。文京区と大田区はA

ランク入りが目前なので頑張つてほしい。

3:ラ ンク B B―  (47区 市町村)

【千代田区 港区 墨回区 世田谷区 杉並区 豊島区 荒川区 江戸'ti区台東区 江東区 品川区 目黒区 渋谷区
中野区 Jヒ区 板橋区 足立区 葛飾区 /八 王子市 立川市 青梅市 昭島市 調布市 町田市 J 金ヽ井市 打ヽ平市
日野市 国分寺市 福生市 狛江市 東大和市 東久留米市 武蔵村山市 多摩市 稲城市 あきる野市 府中市
東村山市 国立市 西東京市 清瀬市 羽村市 /利 島町 瑞穂町 奥多摩町 新島町 神津島村】
禁煙途上グループのうち、対策が不十分なグループは、区部が78%、 市き8は92%、 町村部は560/0。

区部はBラ ンクが8区 でB― ランクが10区 とB― ランクの力が多いため、対策強化が望まれる。市き日はBラ ン
クが18市 でB一 ランク6市 の3倍 になっている。これらのA一 ランクヘの前進を期待したい。町村部はB一
ランクが4町村でBラ ンクlB」より多いため、対策強イしが望まれる。
全体では、81%と 最大グループになつている。程々の対策ではなく、敷地内全面禁煙を目標にして検討して

ほしい。

4:ラ ンク C C―  (8区 市町村)
【中央区 新 宿区 練 馬区 /武 蔵野市 三 鷹市 /日 の出tB」櫓原村 八 丈町】
禁煙対策に運れが目立つグループは、区部が13%、 市吉Bが8%、 町村部が33%。 中央区は施設別評価に

Cラ ンク、新宿区はEラ ンク、練馬区はDEラ ンクがそれぞれ多いため、低い評価となつた。同様に武蔵野市
はBラ ンクからEラ ンク、三鷹市はA― ランクからEラ ンクと施設副評価にバラつきがあり評価が下がつた。
国の出BJ、槽原村、八丈町もDラ ンクやEラ ンクの施設周」評価があり低評価となつた。
全体では、 14%と なるため、これらの自治体は早急に禁煙対策を講じてほしい。

-3

グループ ランク
区  部 市   部 町 村 部

合 計 構成比
内 訳 小 計 構成比 内 訳 ′! 計ヽ 構成比 内 訳 小 計 構成比

1 A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 A 一 2 0 0 0 1 1

3
B

24
1

47

B 一

4
C 3

8 33 14

C 一 0 0 0

計 23 10096 ltla 100X 1001b
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( 5 ) 2  小 学校施設 禁煙率

(5)-2-1  全
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小学校施設禁煙率 (総施設に対する禁煙施設数の割合)を 10%毎 に、

区部、市部、町村部局」に表とグラフにした。 (表(5)2判 図(5)2)

また、これらの内訳を表にした (表(5)-2-2)。

区部は屋内 ・屋外いすれか一んを禁煙にしている50%台 が10区 と最

も多く、次いで敷地内全面禁煙がほぼ同程度の9区である。

市部は敷地内全面禁煙の100%が 13市 と最も多く、全体の半数。

次いで50%台 at7市となつている。

tB」村部は50%台 が4町 村と最も多く、1000/Oと0%が 2 BJ村すつ。

全体では敷地内全面禁煙の100%が 24自 治体と最も多く41%。 次い

で屋内 ・屋外いすれか一カを禁煙とする50%台 が21自 治体で36%。

50%以 上に48自 治体が劣布し、その書」合は全体の83%に なる。

〇
　
　
〇
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小学校 施設評価

ランク A～ Xを 3つ のグループに劣けて評価した。構成比は施設数ではなく実施自治体数の割合である。

1:敷 地内全面禁煙を実施しているグループで、ランク Aの 自治体。

2:禁 煙を実施しているが、屋内 ・屋外のいすれかであったり、施設により対策が異なつていたりする

全面禁煙途上のグループで、ランク A一 B B一  の 自治体。

3:専 用部屋で力煙、清浄機や換気扇を使用、喫煙場所指定などの対策及び不明のグループで、ランク

C D E X の 自治俸。

()内 は前回の実績

グループ ランク
区   部 市   部 町 村 部

合 計 構成比
内 訳 小 計 構成比 内 訳 小 計 構成比 内 訳 小 計 構成比

1 A 9(6) 39(26) 13(10) 13(10) 50(38) 2(4) 2(4) 22(44) 24(20) 41(34)

A 一

1 2 ( 9 ) 52(39) 11(9) 42(35)

0(0)

55(33) 28(21) 48(36)B 8(7) 6(3) 4(1)

B 一 1(0) 2(4)

C 0(1)

9(35) 2(7) 3(27)

0(0)

22(22) 6(17) 10129)
D 0(1) 0(0) 0(0)

E

X 0(3) 0(1) 0(1)

計 23(23) 100% 26(26) l l1096 99% 58(58) 999b

(下線きB自治体は前回よリランクアップ)
1:ラ ンク A (24区 市町)

【千代田区 文京区 品川区 大田区 世田谷区 杉並区 豊島区 葛飾区 江戸〕it区/八 王子市 青梅市 町田市
小平市 日野市 国分寺市 目立市 福生市 東大和市 武蔵村山市 多摩市 稲城市 あきる野市 /大 島町
神津島村】

敷地内全面禁煙は、区き8が39%で 前回26%か ら13ポ イントプラスで前進。市き8は50%1に 達し前□38%
から12ポイントプラスで前進。一カ町村部は22%で 前回44%か ら半減し大幅に後退した。
区部では新たに干代日区、文京区、品川区、世tB谷区、葛飾区、江戸川区の6区 がAラ ンク入り。中央区、

墨日区、足立区の3区 がダウンしたため差しヨ|き3区 の増力Bとなった。この3区 は復活してほしい。
市き8では新たに八王子市、東大禾□市、あきる野市の3市 がAラ ンクに入つた。東大禾□市は前□Eラ ンクから

一気に6段階アップで前進が際立った。
全体では、9自治体が新たにランク入りしたがダウンした自治体を差しヨ|くと4自治体の増加で41%と なり

中位グループとなつた。しかし、全面禁煙にした自治体が増えてしヽるので、更なる増加を期待したい。

2:ラ ンク A―  B B―  (28区 市町村)

【渋谷区 荒川区 足立区 中央区 港区 台東区 墨田区 江東区 中野区 Jヒ区 板橋区 目黒区 /立 川市
昭島市 東久留米市 府中市 調布市 刀ヽ金井市 東村山市 西東京市 羽村市 三鷹市 清滋市 瑞穂町 /
奥多摩町 利島町 新島町 日の出町】

全面禁煙途上グループは、区吉Bが62%で 前□38%か ら14ポ イントプラスで前進。市吉日は38%で 前□35%
から3ポイントプラスでやや前進。町村告8は55%で 前回33%か ら増えたがAラ ンクからのダウンによるもの
で前進とはいえない。

区部はこのグループが前回同様に最大となつている。ランクアップしたのは渋谷区、荒川区、台東区、北区、
板橋区の5区 。目黒区は前□不明。市部は東久留米市、府中市、調布市、東村山市、西東京市、清瀬市、羽村
市の7市 がアップ。北区、府中市、東村山市はEランクからBラ ンクに4段階アップ。町村き8は奥多摩町がアッ
プ。新島町は前回不明。

全体では、48%と なり最大グループだが、敷地内禁煙グループとの差は7ポ イントなのでランクアップを期
待したい。前固と同ランクが2区 、4市、2町 。安住せすに敷地内禁煙へ向かってほしい。

3:ラ ンク C D E X (6区 市町村)

【新宿区 練馬区 /狛江市 武蔵野市 /槽 原村 ブヽ丈町】

前固より、区音8は9%で 前回35%か ら26ポ イントマイナス。市吉8は8%で 前□27%か ら19ポ イント
マイナスでそれぞれ努力の成果が見える。町村部は変化なし。
全体では10%で 前□29%か ら19ポ イント減り、最小グループとなつた。教育施設での喫煙はやめるべきで

あり、全面禁煙に向けて検討してほしい。特に、前□同様にEランクであった新宿区、線馬区、武蔵野市、八丈
町は早急に検討を始めてほしい。
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( 5 ) 3  中 学校施設 禁煙率

〇
　
　
〇

中学校施設禁煙率 (総施設に対する禁煙施設数の割合)を 10%毎 に、

区部、市部、町村部局」に表とグラフにした。 (表(5)-3判 図(5)-3)

また、これらの内訳を表にした (表(5)-3-2)。

区部は屋内 ・屋外いすれか一方を禁煙にしている50%台 が1イ区と

最も多<48%。 次いで敷地内全面禁煙が9区で39%と なつている.。

市部は敷地内全面禁煙の1000/Oが13市 と最も多く全体の半数。

次いで500/。台が9市で350/Oとなつている。

町村き日は50%合 が4町 村と最も多く、100%が 1町で0%が 38」村。

全体では屋内 ・屋外いすれか一方が禁煙の50%台 が24自 治体で41

%。 次いで全面禁煙の100%が 23自 治体で40%。 50%以 上に47

自治体が劣布し、その書」合は全体の81%。 小学校よりやや低い。
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日区部

■市部

口町村部

|

12   14 自
治体数

策 虎 い突

煙 に の 煙

泰 欠 は 率

を け肘 T

局 る 題 0

め た で O/o

る め す 未

努
｀ °

崩

力 最 黄 が

を低 伸
｀

しラ び 小

て ン し学

ほ ク た 棋

しの い施

しヽ 子中設

t O学 よ

の 自生 り

で 治 へ 4

す 体 の 自°
は 教 治

早 育 体

免 均 t

に配 多

-30-



中学校施設評価

ランクA～ Xを 3つのグループに分けて評価した。構成比は施設数ではなく実施自治体数の書」合である。
1:敷 地内全面禁煙を実施しているグループで、ランク Aの 自治体。

21禁 煙を実施しているが、屋内 ・屋外のいすれかであったり、施設により対策が異なつていたりする

全面禁煙途上のグループで、ランク A-8 B一  の 自治体。

31専 用者8屋で倉煙、清浄機や換気扇を使用、喫煙場所指定などの対策及び不明のグループで、ランク

C D E X の 自治体。

()内 は前回の実績(5)-3-3

グループ ランク
区  部 市   部 町 村 部

合  計 構成比
内 訳 小 計 構成比 内 訳 小 計 構成比 内 訳 小 計 構成比

1 A 39(26) 13(10) 13(10) 50(33) 1(4) 11(44) 23(20) 40(35)

A 一

52(39) 35(31) 55(33) 26(20) 45(34)B 10(7) 4(2)

3 - 0(0) 0(3)

C O11)

2(8) 15(31)

0(0)

33(22) 1 6 ( 3 1 )
D 0(1)

E

X 0(3) 0(1)

計 23(23) 100% 26(26) 100% 99% 53(58)

(下線言8自治体は前□よリランクアップ)
1:ラ ンク A (23区 市町)

【子代田区 文京区 品川区 大田区 世田谷区 杉並区 害阜区 葛飾区 江戸川区 /八 王子市 青梅市 町田市
小平市 日野市 国分寺市 国立市 福生市 東大和市 武蔵村山市 多摩市 稲城市 あきる野市 /大 島町】

敷地内全面禁煙は、区部が39%で 前回260/Oから13ポイントプラスと前進。市部は50%で 前回38%か ら
12ポイントプラスと前進。町村きBは11%で 前□44%か ら大幅減。
前□区き8はこのグループが一番少なかつたが、千代日区、文京区、品川区、世日谷区、豊島区、葛飾区の6区

がランクアップした。中央区、墨田区、足立区がランクダウンしたため、差し31き3区 の増加で中位グループ
になつた。市きBは八王子市、東大禾□市、あきる野市の3市がランクアップし、最大グループとして禁煙途上グル
ープとの差を広げた。東大和市はEラ ンクから一気にAラ ンク入りで前進が際立った。町村き8は不明も含め3村
減り、大島町のみとなってしまった。
全体では、区吉8と市きBの増加鉛を町村部の減が足を31っ張り40%で 中位グループとなった。しかし、全面禁

煙にした自治体が増えているので、禁煙途上グループとの逆転を期待したい。

2:ラ ンク A一  B B―  (26区 市町村)

【渋谷区 足立区 中央区 港区 台東区 墨田区 江東区 中 野区 Jと区 荒川区 新橋ヌ ロ黒区 /立 川市
府中市 昭島市 調布市 J 金ヽ井市 東村山市 西東京市 東久留米市 羽村市 /瑞穂町 日の出町 奥多摩町
利島町 新 島町】

全面禁煙途上グループは、区部が52%で 前□390/。から13ポ イントプラスと前進。市吉8は35%で 前固31
%か ら4ポ イント増えたが、ランクダウンによるもの。

区き8はこのグループが前□同様今回も最大。台東区、北区、荒川区、板橋区の4区がランクアップした。目
黒区は前□不明。市吉8は府中市、東村山市、西東京市、東久留米市、羽村市の5市がランクアップ。北区、府中
市、東村山市はEラ ンクからBラ ンクに4段階アップ。新島町は前□不明であった。
全体では、45%と なり最大グループ。敷地内禁煙グループとの差は5ポ イントなのでさらに対策を進め、全

面禁煙に向かってほしい。

3:ラ ンク C D E X (9区 市町村)

【新宿区 練馬区 /武蔵野市 三鷹市 狛江市 清瀬市 /精原村 神津島村 メヽ文島】
禁煙対策が遅れているグループは、区き3が9%で 前回35%か ら26ポ イント減少した。市吉Bは15%で 前□

3打%か ら16ポイント減少した。町村吉Bは33°/。で前回22%か ら11ポイント増え、後退した。
全体では、16%で 前□31%か ら15ポ イント減り、最小グループとなった。教育施設での喫煙はやめるベ

きであり、全面禁煙に向けてさらに検討してほしい。特に、前□と今回続けてEラ ンクであった新宿区、練馬区、
武蔵野市は、早急に検討を始めてほしい。
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(5)4 役 所庁舎施設 禁煙率

〇
　
　
〇

役所庁舎施設禁煙率 (総施設に対する禁煙施設数の書」含)を 10%毎 に、

区きB、市き8、町村部属」に表とグラフにした。 (表(5)-4-1図 (5)4)

また、これらの内訳を表にした (表(5)-4-2)。

区部は0%な いし―桁台が16区 と最も多く70%に のぼる。次いで50

%台 が5区。600/O合が最高で1区あるのみ.。

市部は50%台 が最高で11市 と最も多<42%。 次いで0%が 9市で35

%と なつている。

町村部は0%が 8町村と最も多く89%。 50%が 1町のみ。

全体ではO%が 33自 治体と最も多く57%。 次いで50°/Oが17自治体で

29%。 50%以 下に57自 治体が分布し、その割合は全体の98%に なる。

1  全

% 区部 市部 町村き 計

100

90～

80～

70～

60～ 1 1

50- 1

40～ 1 1

30～

20～

10～ 1 1

0～ 33

計

八王子 立川 青梅 府中 調布 J 金ヽ井

日野 国分寺 西東京 東久留米

目黒 中央 新宿 文京 台東 江東 品川

大田 世田谷 渋谷 中野 豊島 板橋 練馬 武蔵 三鷹 昭島 月ヽ平 東村山 国立

瑞穂 日の出 糖原

奥多摩 利島 新島

役所庁舎施設禁煙率 (05年 5月 現在) 図(5)-4
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役所庁舎施設評価

ランク A～ Xを 3つ のグループに分けて評価した。構成比は施設数ではなく実施自治体数の書」含である。

1:敷 地内全面禁煙を実施しているグループで、ランク Aの 自治体。

2:禁 煙を実施しているが、屋内 ・屋外のいすれかであつたり、施設により対策が異なつていたりする

全面禁煙途上のグループで、ランク A― B B―  の 自治体。

3:専 用部屋で分煙、清浄機や換気扇を使用、喫煙場所指定などの対策及び不明のグループで、ランク

C D E X の 自治体。

()内 は前回の実績
ヨ昆(5)-4-3

グループ ランク
区   部 市  部 町 村 部

合 計 構成比
内 訳 小 計 構成比 内 訳 小 計 構成比 内 訳 小 計 構成比

1 A 0(0) 0(0) 0(0) ∝0) O10) 0(0) 0(0) 0(0) ∝0) 0(0) 0(0)

A 一 1(0)

35(9)

0(0)

17(9) 65(35)

0(0)

11(22) 26(13) 45(22)B 10(9)

B ― 2(0) 7(0) ∝0)

C

1 5 ( 2 1 ) 65(91)

3(4)

9 ( 1 7 ) 35(65)

0(3)

88(77) 32(45) 55(73)
D

E 4(4) 5(3)

X 駅1) O11) 駅0)

計 23(23) 10096 26(26) 10096 12(12) 9994 53(58) 100%

(下線部自治体は前回よリランクアップ)
1:ラ ンク A (0)

【なし】

役所庁舎における敷地内全面禁煙を実施している自治体は、前回同様皆無だった。対策が前進していない。
屋内は禁煙で屋外については喫煙場所指定にしているところが多いようだ。喫煙を助長するような 「配慮」を
せす、敷地内禁煙に向かってほしい。

2:ラ ンク A- 8 B―  (26区 市町)

【荒川区 千代田区 墨田区 杉並区 Jヒ区 江戸川区 港区 目黒区 /八 王子市 立川市 青梅市 府中市 調布市
小金井市 日野市 国分寺市 西東京市 武蔵村山市 町田市 福生市 東大和市 清績市 東久留来市 多摩市
あきる野市 /大 島町】

全面禁煙途上グループは、区吉8が35%で 前□9%か ら26ポ イントプラスで前進。市き8は65%で 前□35%

から30ポ イントプラスで大幅に前進し、下位グループとの比率が逆転した。町村き8は11%で 前回22%か ら後
退した。

ランクアップしたのは、区部が千代日区、杉並区、北区、江戸川区、目黒区の5区 。市部は日野市、西東京市、

町日市、福生市、東大示□市、清瀬市、東久留米市、多摩市、あきる野市の9市。EランクからBラ ンクに4段階ア
ップしたのが北区、日野市、西東京市。
全体では、屋内禁煙の自治体が増加したので45%と なり、前□22%か ら23ポ イントプラスで前進した。

3:ラ ンク C D E X (32区 市町村)

【中央区 文京区 品川区 渋谷区 豊島区 板橋区 江東区 大田区 世田谷区 足立区 葛飾区 新宿区 台東区
中野区 練馬区 /三 鷹市 昭島市 狛江市 武蔵野市 J 平ヽ市 国立市 稲城市 東村山市 羽村市 /瑞穂町
神津島村 ブヽ丈町 日の出町 糟原村 奥多摩町 利島村 新島村】

前回より、区郡は65%で 前□91%か ら26ポ イントマイナス。市き8は35%で 前回65%か ら30ポ イント
マイナスでそれぞれ努力の成果が見える。町村吉8は88%で 前回77%よ り後退。
全体では55%で 78%か ら23ポ イント減つたが、依然として最大グループである。区部と町村部の対策に

遅れが目立つ。前□同様にEランクであった台東区、練馬区、東村山市、B2村市、槽原村、奥多摩町は、早急
に検討を始めてほしい。
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(5)5 図書館施設 禁煙率

〇
　
　
〇

図書館施設禁煙率 (総施設に対する禁煙施設数の割合)を 10%毎 に、

区部、市部、町村部副に表とグラフにした。 (表(5)-5-1図 (5)-5)

また、これらの内訳を表にした。 (表(5)-5-2)。

区部は50%台 が13区 と最も多く57%。 100%が 4区あるもののO

%も 2区ある。。

市部は50%合 が22市 と最も多<85%に のぼる。40%台 がイ市ある

だけで他の25市 はすべて50%台 以上である。

町村きBは50%台 が5町村、100%が 2町村ですべて50%以 上。

全体では、50%台 が40自 治体と最も多く71%。 次いで100%が 7

自治体で13%。 50%以 上に46自 治体が劣布し、その書」合は全体の

82%に なる。

-5-1

% 区部 市 部 町村日 計

100 1 7

90～ 1 1

80～

70～ 1 1

60～

50- 40

40～ 1 4

30～

20～

10～

0～

計 7

港 台東 品川 中野 豊島 Jヒ荒川

立川 武蔵野 三鷹 青梅 府中 昭島 ′J 金ヽ井

小平 東村山 国分寺 国立 西東京 福生

狛江 東大和 清瀬 東久留米 武蔵村山 瑞穂 日の出 槽原

キ屋外なし)

%
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図書館施設禁煙率 (05年 5月 現在 ) 図  (5)-5
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図書館施設評価

ランクA～ Xを 3つのグループに分けて評価した。構成比は施設数ではなく実施自治体数の書」合である。
1:敷 地内全面禁煙を実施しているグループで、ランク Aの 自治体。

2:禁 煙を実施しているが、屋内 ・屋外のいすれかであったり、施設により対策が異なつていたりする

全面禁煙途上のグループで、ランク A一 B B一  の 自治体。

3:専 用き8屋で倉煙、清浄機や換気扇を使用、喫煙場所指定などの対策及び不明のグループで、ランク

C D E X の 自〉台体。

()内 は前回の実績

(下線部自治体は前□よリランクアップ)
1:ラ ンク A (7区 市町)

【千代田区 文京区 塁田区 大田区 /日野市 /大 島町 利島町】

敷地内全面禁煙は、区きBが17%で 前□可3%か ら4ポイントプラスでやや前進。市きBは4%で 前回80/。から後
退した。tB」村古8は29%で 前□と変わらす。

新たにランクアップしたのは、文京区、大田区と前□無回答の不じ島町の2区 1町。
全体では、7自 治体13%で 前□と変化が見られなしヽ。

2:ラ ンク A―  B B―  (47区 市町村)

【杉柿区 港区 台東区 品川区 中野区 豊島区 】ヒ区 荒川区 板橋区 練馬区 葛飾区 江戸川区 目黒区
世田谷区 渋谷区 江東区 足立区 /調 布市 メヽ王子市 立川市 武蔵野市 三鷹市 青梅市 府中市 昭島市
小金井市 」ヽ平市 東村山市 国分寺市 国立市 西東京市 福生市 狛江市 東大和市 清瀬市 東久留米市
武蔵村山市 多摩市 稲城市 あきる野市 】琳寸市 町田市 /1需穂町 日の出町 構原村 奥多摩町 ′(丈町】
禁煙途上グループは区部が74%で 前団700/。から4ポイントプラスでやや前進。市きBは960/Oで前回88%

から8ポ イントプラスで前進した。町村吉8は変イしなし。
ランクアップしたのは、北区、板橋区、江戸川EXI、渋谷EXI、調布市、八王子市と前□不明の杉並区、目黒区、

東久留米市、利島町。

全体では、84%で 前回79%か ら5ポイントプラスで前進し、前回同様最大グループとなっている。しかし、
大半が屋内禁煙を維持しているだけで変化が見られない。屋外禁煙も検討してほしい。

3:ラ ンク C D E X (2区 )

【中央区 新宿区】

専用部屋で分煙の中央区 (ランクC)と 喫煙場所指定の新宿区 (ランクE)の みとなつた。早急に屋内禁煙
に切り替えるべきである。

5-

グループ ランク
区  部 市   部 町 村 部

合 計 構成比
内 訳 小 計 構成比 内 訳 小 計 構成比 内 訳 小 計 構成比

1 A 4(3) 17(13) 2(2) 29(29) 1 3 ( 1 3 )

A 一

1 7 ( 1 6 ) 74(70)

2(0)

25(23) 96(88)

0(0)

71(71) 47(44) 84(79)B 15(12) 22(22) 5(5)

B 一 0(4) 0(0)

C 0(0)

0(1)

0(0)

0(0) O10)
D 0(1) 0(0) 0(0)

E O10)

X 0(2)

計 23(23) 10096 26(26) 100% 7(7) 100% 56(58) 10196
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(5)6 体 育館ロスポーツセンター施設 禁煙率

%

100

体育館・スポーツセンター施設禁煙率 (05年 4月 現在)

〇 体 育館 ・スポーツセンター施設禁煙率 (総施設に対する禁煙施設数の

割合)を 10%毎 に、区部、市部、町村部別に表とグラフにした。

(表(5)-6-1図 (5)6)ま た、これらの内訳を表にした。 (表(5)-6-2)

〇 区 部は50%台 が16区 と最も多く70%。 0%が 2区あるが他の21区 は

すべて50%台 以上で91%.。

○ 市 部は50%台 が23市 と最も多く88%に のぼる。1000/O及∞ %が そ

れぞれ1市すつある。

O 町 村部は当該施設が少なく、50%台 が1町、100%が lB」である。

① 全 体では、500/。台が40自 治体と最も多<78%。 50%以 上に47自 治

体が劣布し、その書」合は全体の92%に なる。
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体育館 ,スポーツ施設評価

ランクA～ Xを 3つのグループに倉けて評価した。構成比は施設数ではなく実施自治体数の吾」合である。
打 :敷 地内全面禁煙を実施しているグループで、ランク Aの 自治体。

2:禁 煙を実施しているが、屋内 ・屋外のいすれかであったり、施設により対策が異なつていたりする

全面禁煙途上のグループで、ランク A一 B B一  の 自治体。

3:専 用部屋で分煙、清浄機や換気扇を使用、喫煙場所指定などの対策及び不明のグループで、ランク

C D E X の 自治体。

()内 は前回の実績

(下線吉8自治体は前□よリランクアッフ)
1:ラ ンク A (4区 市)

【新宿区 大 田区 /八 王子市 /利 島町】

敷地内全面禁煙は、区部が9%、 市吉Bが4%で ともに前回O%か らの前進。一歩先に進んだ自治体が出てきた
ことを歓迎したい。町村舌Bは当該施設を持たない自治体が多く、50%で 変化なし。
新たにランクアップしたのは、新宿区、大田区、八王子市と前回無□答の利島町の2区 1市 1町。
全体では、4自 治体8%で 前□2%か ら6ポ イントプラスで前進。しかし、この比率は役所庁合に次いで低く

なつている。健康増進に関わる施設としては意識が低いのではないか。

2:ラ ンク A一  B B―  (44区 市町村)

【荒川区 墨田区 世田谷区 千代田区 港区 文京区 台東区 江東区 品川区 目黒区 中野区 杉並区 豊島区
北区 板橋区 練馬区 足立区 葛飾区 江戸川区 /立 川市 武蔵野市 三鷹市 青梅市 府中市 昭島市 調布市
町田市 J 金ヽ井市 打ヽ平市 東村山市 国分寺市 目立市 西東京市 福生市 狛江市 東大和市 清瀬市 東久留
米市 武蔵村山市 稲城市 あきる野市 ]可村市 多盛市 /瑞穂町】

禁煙途上グループは区き8が83%で 前□74%か ら9ポ イントプラスで前進。市吉8は92%で 前回85%
から7ポ イントプラスで前進した。町村きBは変化なし。

ランクアップしたのは、台東区、江戸川区、三魔市、西東京市、多摩市と前□不明の目黒区、杉並区、東久
留米市。台東区、三鷹市はEラ ンクからBラ ンクに4段階アップ。
全体では、86%で 前回78%か ら8ポ イントプラスで前進し、前回同様最大グループとなつている。しかし、

大半が屋内禁煙を維持しているだけで変化が見られない。屋外禁煙も検討してほしい。

3:ラ ンク C D E X (3区 市)

【中央区 渋 谷区 /国 野市】

専用言B屋で分煙の中央区、渋谷区 (ランクC)と 喫煙場所指定の日野市 (ランクE)の みとなった。早急に
屋内禁煙に切り誉えるべきである。

6-3

グループ ランク
区   部 市   部 町 村 部

合  計 構成比
内 訳 小 計 構成比 内 訳 小 討 構成比 内 訳 小 計 構成比

1 A 2(0) 50(50) 8(2)

A 一

1 9 ( 1 7 ) 83(74)

0(0)

24(22) 92(35) 50(50) 44(40) 86(78)3 1 7 ( 1 6 ) 23(21)

B 一 0(1) 0(0)

3

C 0 ( 0 )

0 ( 1 )

1 ( 2 )
0(0)

D 0(1)

E 0(3)

X 0(2)

計 23(23) 100% 26(26) 100% 100% 51(51) 100%
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( 5 ) 7  子 供関連施設 禁煙率

表(5)-7-2 内訳

子供関連施設禁煙率 (総施設に対する禁煙施設数の書」台)を 10%毎

に、区部、市き日、町村部局」に表とグラフにした。 (表(5)71

図(5)7) ま た、これらの内訳を表にした。 (表(5)-7-2)

区部は1000/。が8区 と最も多く、次いで50%合 が5区 。40%合 が 打

区で、他はすべて50%以 上となつている。

市部は100%～ 50%台 までに5市 ～3市 すつ倉布。30%台 が1市で、

他はすべて50%以 上となつている。

町村き8は100°/。が6町 村と最も多く、80%台 が2町 、50%台 が可村。

全体では、100%が 19自 治体と最も多く34%。 次いで50%合 が11

自治体で20%。 50%台 以上に53自 治体が劣布し、その割合は全体

の96%に なる。

〇
　
　
〇

1  全

% 区部 市 部 EJ↑SJコ 計

100 8 5 6

90～ 2 4 6

80～ 4 4 8

70～ 1 3 4

60～ 2 3 5

50～ 5 5 1 1 1

40～ 1 1

30～ 1 1

20～

10～

0～

計 7

O z 6 区  部 市  部 町 村 部

100
千代田 新宿 文京 大田 望島 練馬

足立 江戸川 到布 日野 狛江 東久留米 武蔵村山

穂

島

瑞

新

奥多摩 大島 利島

鵜豊島

90～ 墨田 板橋 小平 町田 昭島 福生

80～ 中央 荒川 世田谷 中野 幡城 東村山 ′! 金ヽ井 国立 国の出 ノヽ丈

70～ 合 東 三 鷹 あきる野 府中

60～ 渋谷 港 立川 東大和 メヽ王子

50～ 目黒 杉並 江東 品川 Jヒ 国分寺 西東京 清瀬 多摩 羽村 繕原

40～ 葛飾

30～ 武蔵野

20～

10～

0～

子供関連施設禁煙率  (o5年5月現在)
さ

す

す

。

考

え%

100

90-

80-

70-

60～
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40-
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20～

10～

0
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(5)8 地域の学習E文化活動施設 禁煙率

〇 地 域の学習 ・文イし施設禁煙率 (総施設に対する禁煙施設数の割合)を

10%毎 に、区部、市部、町村部局Uに表とグラフにした。 (表(5)-8-1

図(5)-8) ま た、これらの内訳を表にした。 (表(5)-8-2)

① 区 部は50%肝 区と最も多く、次いで0な いし10%合 が5区。100%

が3区あるが全体に分散している。

〇 市 部は60%台 が14市 と最も多く、100%は 1市で、他は40%台 以下

となつている。

① 町 村部は100%は なく、O%な いし1桁が5町村。50%台 が3町。

① 全 体では、50%が 24自 治体と最も多く42%。 次いで0%な いし一桁

台が12自 治体で21%。 50%台 以下に51自 治体が劣布し、その書」含

は全体の80%に なる。

5)-8-2

% 区  部 市   部 町 村 部
100 新宿 文 京 大 田 武蔵村山

90～

80- 墨 田

70～

60～ 世田谷

50～ 荒川 港 杉並 豊島 Jヒ板橋

犀守

日野 調布 メヽ工子 立川 青梅 昭島

小金井 東村山 国分寺 西東京 狛江

東大和 東久留米 あきる野 日の出 大島 ブヽうに

40～ 手代田 江東 中野 小平 多摩 府中 三魔 福生 町田

30～ 中央 清瀬 武蔵野 稲城

20～

10～ 台 東 目黒

0～ 葛飾 渋 谷 練馬 品川 江戸川 羽村 国立 瑞穂 櫓原 奥多座 利島 新島

%

100

90～

80～

70-

60-

50～

40～

30-

20-

10～

0

学習コ文化活動施設禁煙率  (o5年5月現在)
図(5)-8
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( 5 ) 9 保健関連施設 禁煙率

保健関連施設禁煙率 (総施設に対する禁煙施設数の割合)を 10%毎

に、区きB、市きB、町村部副に表とグラフにした。 (表(5)-9-1

図(5)-9) ま た、これらの内訳を表にした。 (表(5)-9-2)

区部は50%台 が16区 と最も多く、次いで1000/Oが4区 。他の3区 は

40%以 下となつている。

市きBは屋内のみ禁煙とする50%合 が17市 と最も多く71%。 100%

と0%が それぞれ2市 で他は分散。

町村郡は50%台 が6町 村で、O%が 1町。

全体では、50%台 が39自 治体と最も多く72%。 次いで100%が 6

自治体で11%。 50%台 以下に47自 治体が劣布し、その割合は全体

の87%に なる。

ヨ員(5)-9-1

% 区部 市 部 町村翻 計

100 4

90～

80～ 1 1

70-

60～

50～ 6

40～ 1 1 2

30～ 1 1

20～

10～ 1 1

0～ 1 2 1

計 7

% 区   部 市   部 町 村 部
100 新宿 文京 大田 江戸川 立川 東久留米

90～

80～ あきる野

70～

60～

50～

千代田 港 合東 墨田 品川

目黒 世田谷 渋谷 杉並 豊島

メヒ荒川 板橋 練馬 足立 葛飾

八王子 武蔵野 府中 昭島 町田 月ヽ金井

小平 国分寺 西東京 福生 東大和 清瀬

清瀬 武蔵村山 多摩 稲城 羽村

瑞穂 日の出 糟原

理を産 和1島 神津島

40～ 江東 小平

30～ 調布

20～

10～ 目黒

0～ 中 央 三 鷹 日野 ノ(5に

保健関連施設禁煙率 (05年 5月 現在)
図(5)-9
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5)-10-1

% 区 割 市 部 計

100 1 1

90～

80～

70～ 1 1

60～ 1 1

50～ 7 14 3 24

40～ 2 1 3

30～ 1 2 3

20- 3 3

10～ 1 1

0～ 7 1 1 9

計 46

(5)10 -般 利用の文化施設禁煙率

一般利用の文化施設禁煙率 (05年 5月現在)

〇 一 般利用施設禁煙率 (総施設に対する禁煙施設数の割合)を 10%毎

に、区き日、市部、町村郡局じに表とグラフにした。 (表(5)-10-1

図(5)-10)ま た、これらの内訳を表にした。 (表(5)-10-2)

○ 区 部は1000/。が1区で、他はすべて50%台 以下。中では50%台 とO

%が それぞれ7区 と多く、その間に7区が劣散している。

① 市 部は50%台 が14市 と最も多くこれらはすべて屋内のみ禁煙。70

%台 と60%台 が1市すつあり、他はすべて50%以 下となつている。

〇 町 村郡は50%台 が3町村で、O%が 1町。

① 全 体では、50%台 が24自 治体と最も多く52%。 次いで0%が 9自治

体で20%。 50%台 以下に43自 治体が分布し、その割合は全体の93

%に なる。

%
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E雪(5)-10
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5)-11-1

% 区部 市 部 町村者 計

100

90～

80～

70～ 1 1

60～ 4 4

50～ 14 4 24

40-

30- 2

20～

10- 3

0～ 4 1 5

計 4 47

(5)11 福祉関連施設禁煙率

福祉関連施設禁煙率 (総施設に対する禁煙施設数の割合)を 10%毎

に、区部、市部、町村吉8剛に表とグラフにした。 (表(5)111

図(5)-11) ま た、これらの内訳を表にした。 (表(5)-11-2)

区吉8は100%が 2区あるが、最も多いのが50%台 6区で、次いで0%

4区までの間にほとんどが分散している。

市部は50%合 が14市 と最も多く、次いで60%合 が4市。50～ 60%

台の中位グループが86%と なつている。

町村部は50%が 4町樹。

全体では、屋内のみ禁煙とする50%が 24自 治体と最も多く51%。

50%台 以下に40自 治体が分布し、その書」含は全体の85%に なる。

福祉関連施設禁煙率 (05年 5月 現在)
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〇
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帝
|
|

八王子 立川 武蔵野 府中 昭島

小金井 国分寺 西東京 福生 東大和

15 自 治体数



(5)-12-1   者と'本

% 区部 市部 町村目 計

100 1 1

90～

80～ 1 1

70～

60～ 1 1

50～

40～ | 3

30- 3

20- 3 3

10- 2

0～ 2 3 1 1

計 47

(5)12 高 齢者関連施設禁煙率

高齢者関連施設禁煙率 (05年 5月 現在)

〇 高 齢者関連施設禁煙率 (総施設に対する禁煙施設数の割合)を 10%

毎に、区き日、市部、B」村部別に表とグラフにした。 (表(5)-12打

図(5)12)ま た、これらの内訳を表にした。 (表(5)-12-2)

〇 区 部は1000/Oが1区あるが、500/。台とO%が 6区 すつあり、他はすべ

てこの間に2～ 3区 すつ分布している。

① 市 部は50%台 が13市 と最も多く72%。 最高は80%台 1市で、O%

は2市 。

① 町 村き日は50%と 0%に 3町 村すつ分かれた。

① 全 体では、500/0台が22自 治体と最も多く47%。 次いで0%な いし
一桁台が11自 治体で23%。 50%台 以下に44自 治体が分布し、その

書」合は全体の94%に なる。
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杉並 港 新宿 中野 豊島 江戸川

町田 ノヽ王子 立,11武蔵野 昭島

小平 日野 国分寺 西東京 福生

大田 荒川 世田

千代田 墨田 江東

14 自
治体数
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